
　すべての人にとって、しあわせな暮らしができるまちづくり－。
　「まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは、急激に進む人口減少社会の中でも、
このまちの暮らし・ひと・しごとを守り、誰もが安心・安全に、そし て それぞれが求
めるしあわせな暮らしができるようにするための町の重点的な施策をまとめたも
のです。これは平成27年度からはじまり、 今年度から令和６年度にかけて、第
２期の総合戦略がはじまります。
　今月号から６月号にかけて、第２期の戦略の中でポイントとなる「ＳＤＧｓ（エス・
ディー・ジーズ）」、「 Society5.0 （ソサエティゴテンゼロ）」、「女性が活躍できる
まちづくり」について特集します。

　　　　　  ひとり取り残さない－。 2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ（ Sustainable
　　　　　　 Development Goals）」の理念です。「貧困をなくそう」など 17 のゴールを掲げ 2030 年までに
　　　　　　持続可能な未来を達成することを目指すもので、四万十町でも、これからのまちづくりにＳＤＧｓの視点
　　　　　を取り入れ、2030 年の町のあるべき未来を考えていきます。
　四万十町にずっと住み続けたい。そう思えるためにはこの町の自然を守り、地域が支え合い、一人ひとりが未来の
ためにできることを考えることが必要で、それが誰ひとりとして取り残さない四万十町版ＳＤＧｓとなるのでは。

など

となっており、町内での所得の約４

割が、町外への支出として流れて 

いるということになります。

　このような損失をできるだけなく

し、地元の食材や素材をできるだけ

選んで使うことで、町内の経済の好

循環にもつながります。
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